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東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
。

私
は
純
粋
に
、
ワ
ク
ワ
ク
ハ
ラ
ハ
ラ
、
日
本
人
選

手
の
活
躍
を
始
め
競
技
を
楽
し
ん
だ
が
、
中
で
も

普
段
目
に
す
る
こ
と
が
少
な
い
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン

達
の
奮
闘
ぶ
り
に
は
驚
き
を
覚
え
た
。
▽
障
害
を

乗
り
越
え
、
前
を
向
い
て
立
ち
向
か
っ
て
い
く
姿
。

ま
さ
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
「
人
間
の
可
能
性
の

祭
典
」（
河
合
純
一 

同
日
本
選
手
団
団
長
）。
自
分

も
も
う
少
し
頑
張
ら
な
け
れ
ば
、
と
気
持
ち
を
奮

い
立
た
さ
れ
る
思
い
が
し
た
。
▽
こ
こ
二
年
の
巻

頭
文
を
振
り
返
る
と
、
そ
の
大
半
が
コ
ロ
ナ
の
話
。

世
相
を
示
す
と
は
言
い
な
が
ら
も
、
何
と
も
厳
し

い
現
実
。
▽
そ
ん
な
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
の
、

選
手
た
ち
の
言
葉
に
も
心
が
打
た
れ
た
。「
こ
ん
な

大
変
な
状
況
の
中
で
開
催
い
た
だ
い
て
・
・
」「
少

し
で
も
世
の
中
に
明
る
い
希
望
を
も
た
ら
す
こ
と

が
で
き
た
ら
・
・
」
そ
こ
ま
で
気
を
使
わ
な
く
て

も
良
い
の
に
、
と
思
う
ほ
ど
、
ど
な
た
の
コ
メ
ン

ト
も
周
囲
へ
の
気
遣
い
や
感
謝
の
思
い
に
満
ち
て

い
た
。
競
技
と
同
時
に
、
目
に
見
え
な
い
様
々
な

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
も
戦
っ
て
い
た
こ
と
を
思
う
と
、

改
め
て
頭
が
下
が
る
。
▽
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
、

不
便
な
こ
と
も
多
く
、
つ
い
つ
い
不
満
を
口
に
す

る
こ
と
も
多
く
な
り
が
ち
。
ア
ス
リ
ー
ト
達
の
姿

勢
に
学
ぶ
べ
き
点
は
多
い
。

秋
祭
ご
案
内
号
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コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
私

達
を
取
り
巻

く
環
境
が
大

き
く
変
化
し
て
か
ら
早
く
も
一
年
半
が

過
ぎ
ま
し
た
。
早
期
に
収
束
す
る
か
と

思
わ
れ
た
当
初
の
予
想
を
超
え
て
感
染

は
世
界
中
に
広
が
り
ま
し
た
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
ん
だ
現
段
階
に
お
い
て
も

未
だ
収
束
の
見
通
し
が
立
た
ず
、
出
口

の
見
え
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

感
染
防
止
の
た
め
県
外
へ
の
移
動
も
憚

ら
れ
、
実
家
に
帰
省
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

を
伺
う
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
移
動
の
制
限
が
伴
う

と
、
不
思
議
な
も
の
で
今
ま
で
以
上
に

望
郷
の
念
に
駆
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
幼

少
の
頃
に
よ
く
祖
母
と
お
参
り
を
し
た

思
い
出
の
神
社
に
つ
い
て
お
話
し
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
野
川
と
い
う
地

域
は
、
横
に
長
い
川
崎
市
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。
近
隣
の
駅
か

ら
少
し
離
れ
て
お
り
、
開
発
が
進
ん
だ

現
在
に
於
い
て
も
比
較
的
自
然
が
多
く

残
る
緑
豊
か
な
地
域
で
す
。
駅
か
ら
バ

ス
に
揺
ら
れ
て
し
ば
ら
く
進
む
と
、
バ

ス
停
の
名
称
と
も
な
っ
て
い
る
和
田
八

幡
宮
の
入
り
口
が
見
え
て
き
ま
す
。
小

高
い
丘
の
中
腹
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
、

無
人
の
小
さ
な
神
社
で
す
。
祖
母
の
自

宅
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
に
あ
る
た
め
、

幼
い
頃
は
彼
岸
な
ど
親
戚
一
同
で
お
墓

参
の
帰
り
に
よ
く
祖
母
が
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
ま
し
た
。「
こ
こ
の
神
社
は
ね
、

昔
々
私
た
ち
の
ご
先
祖
様
が
建
て
た
神

社
な
ん
だ
よ
」
と
優
し
く
説
明
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

川
崎
の
野
川
の
地
は
、
か
つ
て
朝
廷

の
直
轄
領
で
し
た
。
そ
の
後
、
源
頼
朝

が
義
経
討
伐
と
幕
府
の
勢
力
拡
大
の
為

に
奥
州
征
伐
を
決
行
し
た
際
に
、
幕
府

の
勢
力
下
に
し
た
各
地
に
源
氏
の
守
護

神
で
あ
る
鶴
岡
八
幡
宮
の
末
社
を
建
立

し
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
（
※
一
）。

和
田
八
幡
宮
は
、
鎌
倉
幕
府
の
有
力

御
家
人
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
和
田
氏
の

子
孫
の
屋
敷
社
と
伝
え
ら
れ
（
※
二
）、

和
田
一
族
の
守
護
神
と
し
て
、
現
在
で

も
そ
の
子
孫
が
代
々
管
理
を
し
て
い
ま

す
。
境
内
に
は
鶴
岡
八
幡
宮
の
源
平
汝

を
模
し
て
作
ら
れ
た
、
源
氏
の
池
と
平

家
の
池
と
云
う
小
さ
な
二
つ
の
池
（
※

一
）
が
あ
り
ま
す
。
縦
長
の
境
内
は
、

鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
の
境
内
を
模
し
て

作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
参
拝
者
も

決
し
て
多
く
な

い
小
さ
な
お
宮

で
す
が
、
最
近

で
は
令
和
元
年

に
新
し
い
鳥
居

が
奉
納
さ
れ
、

途
切
れ
て
い
な

い
崇
敬
と
信
仰

に
安
心
し
ま
し

た
。

　

奇
し
く
も

来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
「
鎌
倉

殿
の
十
三
人
」
で
す
。
真
偽
の
程
は
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
我
々
和
田
家

の
ご
先
祖
様
と
言
い
伝
え
の
あ
る
和
田

義
盛
氏
が
登
場
し
ま
す
。
北
条
氏
と
の

争
い
の
後
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消

す
和
田
義
盛
氏
は
、
少
々
短
絡
的
な
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
と
云
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
ド
ラ
マ
の
中
で
は
少
し
で
も
活
躍

の
舞
台
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

※
一　

 

野
川
神
明
社 

平
成
御
造
営
記

念
誌

※
二　

 

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス 

宮
前
区
版 

平
成
十
三
年
六
月
二
十
九
日
号境内の様子

言
挙
げ
�

頑
張
れ
、
ご
先
祖
様権

禰
宜
　
和
　
田
　
恵
梨
子
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マルシン賞
鈴木　芽衣 広 面 小 学 校
岩崎　瑠衣 広面小学校 3 年
松本　友里 桜 小 学 校 5 年
一関　釉梛 秋田東中学校 3 年

イチノセキ賞
木元茅衣子 広面小学校 5 年
髙橋　　光 秋田東中学校1年
田賀　慶太 河辺小学校 6 年
阿部日花里 秋田東中学校2年

花のヤマト賞
石戸　凜花 広面小学校 6 年
佐藤　真優 城東中学校 1 年
高橋　歩愛 広面小学校 6 年
眞壁さゆり 広面小学校 5 年

太平山三吉神社賞
金谷友里香 広面小学校 5 年
松本　理歩 桜 小 学 校 1 年
船木日世里 秋田東中学校3年

東日本電信電話㈱秋田支店賞
川野　陽莉 城東中学校 1 年
菊池　大輝 東 小 学 校 6 年
木元梨衣子 広面小学校 5 年
相場　遥佳 秋田東中学校3年

秋田魁新報社賞
齊藤　愛乃 広面小学校 2 年
新堀　慶太 秋 大 付 属 3 年
佐々木美桜 秋田東中学校 1 年
堀井くるみ 広面小学校 3 年

秋田中央郵便局賞
石郷岡杏奈 広面小学校 2 年
中田　香月 秋大付属中 3 年
小野　里咲 広面小学校 5 年
木曽　優那 秋田東中学校 1 年

秋田銀行広面支店賞
齊藤　仁誠 広面小学校 4 年
藤原エリカ 寺内小学校 2 年
畑中　苑璃 秋田東中学校 3 年
渡辺　理央 太 平 中 学 校

北都銀行秋田東支店賞
辻　　優芽 広面小学校２年
中澤　理恵 大人
今井　佳乃 秋田東中学校１年
阿部　遥音 秋田東中学校１年

秋田信用金庫広面支店賞
佐々木志琉 広面小学校 1 年
中澤　久能 広面小学校 4 年
宇佐美　快 秋田東中学校1年
鎌田孔太朗 太 平 中 学 校

秋田県信用組合東支店賞
熊谷　浩一 大人
太田　蒼空 秋田東中学校 1 年
高橋　　蘭 秋田東中学校 1 年
鎌田　由奈 太 平 中 学 校

ぺんてる賞
川本　千華 桜 小 学 校 5 年
中澤　茅乃 広面小学校 6 年
荒川　琴音 秋田東中学校2年
堀井かれん 3 歳

㈲木曽塗装賞
川野　桜莉 広面小学校 3 年
菊池　詩織 東 幼 稚 園 年 中
佐藤　久実 広面小学校 5 年
堀井　柚芽 秋田東中学校1年

汎山書道教室賞
渡部　友菜 秋田東中学校1年
森川真亜沙 秋田東中学校2年
菊地　優菜 秋田東中学校3年
堀井こころ 広面小学校 5 年

　7月10日第36回目となる恒例の太平山写生会（主催：太平山写生会実行委員会）が行われま
した。当日は悪天候の中多くの幼児、児童、生徒の皆様にご参加いただき、一生懸命に作品を
描いていただきました。その中から以下の方が入賞されました。おめでとうございます。

入賞者一覧（順不同）

第36回太平山写生会第36回太平山写生会

桜小学校１年　松本理歩 広面小学校５年　金谷友里香

〔太平山三吉神社賞〕
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みよしスケッチ

　

県
内
在
住
者
限
定
で
実
施
し

ま
し
た
。

第
十
回
山
ガ
ー
ル
（
七
月
二
十
四・二
十
五
日
）

　

里
宮
よ
り
奥
宮
へ
御
分
霊
を

お
遷
し
い
た
し
ま
し
た
。

開
山
祭
（
七
月
十
七
日
）

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
山
頂
施
設
閉

鎖
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
員
の
安
寧
を
祈
念
い
た
し

ま
し
た
。

　

神
人
奉
仕
に
よ
り
、
無
事
に

御
神
体
を
奥
宮
よ
り
里
宮
に
遷

御
い
た
し
ま
し
た
。

閉
山
祭
（
七
月
十
七
日
）

山
納
め
（
九
月
十
八
〜
二
十
日
）

講
社
祭
（
八
月
八
日
）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
昨
年
お
休
み
し
た
太
平
山
頂
上
の
奥
宮
・
参
籠

所
を
、
七
月
十
五
日
の
荷
上
げ
か
ら
九
月
二
十
日
の
山
納
め
ま
で
の
二
か
月
間
、
二
年
ぶ
り
に

開
所
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
夏
は
、
ま
ず
ま
す
の
天
候
と
な
り
、
県
内
外
よ
り
登
山
者
を
迎

え
ま
し
た
が
、
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
神
社
主
催
の
登
山
神
事
等
の

参
加
は
県
内
在
住
者
に
限
定
し
、
一
般
登
山
者
の
方
々
に
も
、
参
籠

所
利
用
の
場
合
は
、
検
温
と
マ
ス
ク
着
用
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

僅
か
一
年
と
は
言
え
、山
頂
施
設
に
カ
ビ
が
生
え
た
り
作
業
が
滞
っ

た
り
と
、
休
止
の
弊
害
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
お
陰
様
を

も
ち
ま
し
て
、
大
き
な
事
故
や
ケ
ガ
も
な
く
無
事
終
了
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
偏
に
御
祭
神
の
御
守
護
と
、
山
頂
管
理
人
に
お
就
き
い
た

だ
い
た
新
堀
孝
志
氏
を
始
め
と
す
る
協
力
会
会
員
や
山
岳
関
係
者
皆

さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

特
に
、
協
力
会
に
は
新
た
な
会
員
の
方
が
多
く
入
会
い
た
だ
き
、
大

変
心
強
く
、
今
後
に
向
け
て
明
る
い
兆
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

奥
宮
勤
務
を
担
う
職
員
数
の
減
少
を
始
め
、
旭
又
口
の
御
滝
神
社

直
下
の
斜
面
崩
壊
や
野
田
・
丸
舞
両
登
山
道
の
整
備
な
ど
、
次
年
度

以
降
の
課
題
も
多
く
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
も
各
方
面
の
お
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
地
道
に
当
社
の
信
仰
の
原
点
で
あ
る
霊
峰
太
平
山

を
守
っ
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

明
年
は
コ
ロ
ナ
禍
も
収
ま
り
、
県
外
崇
敬
者
の
皆
さ
ま
の
ご
登
拝

も
お
迎
え
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
切
に
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
重
ね
て
御
礼
申

し
上
げ
、
今
期
の
太
平
山
の
ご
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

 

（
宮
司　

田
村
泰
教
）

■■  

太
平
山
報
告

太
平
山
報
告  

■■
二
年
ぶ
り
に
本
格
山
開
き

二
年
ぶ
り
に
本
格
山
開
き

年末年始に巫女の奉仕頂ける方を募集いたします。
当社の顔として参拝者と接する巫女奉仕はとても重要なお務
めであり、貴重な体験になるものと思います。ご奉仕にあた
り、消毒アルコール、フェイスシールドなどを準備しており
ますのでご安心ください。
ご希望の方は、お気軽にお問合せ下さい。
 （連絡先　018−834−3443　係　和田）
　○奉　仕　対　象：高校生・大学生（女性）
　○奉　仕　日：年末年始ご都合の良い日
※事前に提出頂く書類及び面接（12月上旬）がございます
※希望者多数の場合は、御奉仕頂けない場合がございます

巫女奉仕者募集巫女奉仕者募集年末年始

（10月1日受付開始）
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実
り
の
秋
を
皆
様
と
共
に
喜
び
、
大
神
様
に
感
謝
を
捧
げ

る
秋
の
例
祭
で
す
が
、
本
年
は
併
せ
て
コ
ロ
ナ
の
禍
の
収
束

を
祈
念
し
て
斎
行
い
た
し
ま
す
。

　
諸
状
況
を
踏
ま
え
、
正
式
な
案
内
状
は
お
出
し
い
た
し

ま
せ
ん
の
で
、
左
記
の
注
意
事
項
を
ご
理
解
の
上
、
ご
参

列
頂
け
る
方
は
十
月
十
二
日
ま
で
に
電
話
等
で
ご
連
絡
願

い
ま
す
。

記

宵
　
宮
　
祭
　
十
月
十
六
日
（
土
）
午
後
六
時

例
　
大
　
祭
　
十
月
十
七
日
（
日
）
午
前
十
一
時

（
注
意
事
項
）

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
二
回
）
を
終
え
ら
れ
た
方
は
、
県
外
か

ら
の
ご
参
列
も
可
能
で
ご
ざ
い
ま
す
。
マ
ス
ク
の
着
用
と

入
口
で
の
手
指
の
消
毒
と
検
温
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
直
会
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

・
斎
館
で
の
参
籠
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
胡
床
の
間
隔
を
空
け
て
お
座
り
頂
き
、
玉
串
奉
奠
後
、
順

次
ご
退
出
頂
き
ま
す
。巫
女
舞
の
奏
楽
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

◎
ご
参
列
の
方
は
、
十
月
七
日
ま
で
に
係
（
和
田
）
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
収
束
祈
念

コ
ロ
ナ
禍
収
束
祈
念

秋
季
例
大
祭
の
ご
案
内

秋
季
例
大
祭
の
ご
案
内

男児（３才・５才）及び女児（３才・７才）の七五三参りを下記の期間執り行います。
お子様のご成長をご家族皆様でお祝い下さい。
　○期　日　９月〜 12月中
　○時　間　 朝８時半〜夕方５時（予約は不要です）
　　（期間・時間外にご希望の方は予めご連絡下さい）
密を避けるため、ご家族ごとに間隔をあけてお座りいただきます。

祝 七 五三


